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• イノベーションの加速
• ユーザーフレンドリー
• エコシステムの構築無駄のないビームライン

ポートフォリオ
従来のビームライン毎にユーザーグ
ループを作り、別個にデザインする
のではなく、ニーズプルで全体ポー
トフォリオから構想

学術パートナーとの
戦略的連携

コアリションコンセプトで
オープンイノベーションと
クローズド戦略を両立

東北大・共創研究所制度とも連携

機動的な利用制度
毎月利用申請が可能
学術的課題審査なし

成果占有で、課題解決を優先

1. 研究成果の最大化に向けた利用制度へ

サポート体制の充実
分析会社が支援サービスを展開
様々なオプションサービスを検討

ワンストップ・コンシェルジュを検討

イノベーション戦略の障害を解消
1. 必ず使えるとは限らない（課題審査）
2. 申請から実施まで最大半年以上待たされる
3. 使いこなすのが難しい、誰に相談すればいいのか解らない
4. オープンイノベーションとクローズド製品開発の両立と情報管理が困難（成果公開・論文

発表が要件の一般課題が主流）
5. 測定するだけで終わってしまい、その後の発展性がない
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ユーザーと共に利用制度を設計
2018年9月 「ビームライン利用推進委員会（2018年4月発足）」の答申

• ビームライン活用を具現化するため、コアリションメンバーの同意の下、理事長諮問機
関として2018年4月発足

委員長： 中瀬古 広三郎 （住友ゴム工業）
委員： コアリションメンバー企業 6社、

ものづくりフレンドリーバンク代表、学術アドバイザー
オブサーバー： 宮城県、仙台市
事務局

• 第2〜4回コアリションカンファ
レンス等での質疑応答も踏まえ、
利用推進の方策を答申

コアリション利用ガイド コアリションビームライン利用制度

2021年1月 「コアリション利用ガイド（案）」の策定
• 答申を受け、PhoSICが考え方をコアリショメンバーに提示

• コアリション利用ガイド

• コアリションビームライン
利用制度
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ユーザーと共に利用制度を具体化

マシンタイム運用委員会（2021年9月〜）

マシンタイム運用委員会

ワーキンググループ
WG

WG 幹事会

予約管理システムの検討

委員長： PhoSIC理事長
メンバー： プラチナ会員、特約ゴールド会員、

特約一般会員が委員

光科学イノベーションセンター
（PhoSIC）

コアリションコンファレンス
（報告）

情報交換
意見交換
報告

【WG幹事会メンバー】（運用委員会 会則・第4条により事務局が選定）

• 化学，電気，半導体，ゴム，自動車，医薬品，学術など10の会員で構成
• 既存の放射光施設(SPring-8，あいちSR）より、PhoSIC理事長特別補佐がオブザーバー参加

• 事務局：PhoSIC

4



利用資格（会員種別） 5
大企業・大学・国研等
■コアリションメンバー

• 加入金
１口5,000万円を出資

（10年契約）
• 利用時間

7本のビームラインどれでも
１口200時間/年まで利用可

• 利用料（従量制）

3.5〜7万円/時間
※複数口加入/早期加入インセンティブあり
※支払い方法応相談
※複数の連合体による加入可

メンバーステータス
■プラチナ会員（定員10社）

5口出資 利用優先順位 1位
7日前予約可 4日連続利用可

■ゴールド会員
2口出資 利用優先順位 2位
30日前予約可 ２日連続利用可
 特約ゴールド会員
（早期加入でプラチナ会員相当）

■一般会員
１口出資 利用優先順位 3位
30日前予約可
特約一般会員
（早期加入でゴールド会員相当

特約ゴールド会員（ａ）：平成２９年３月末日までに２口分の加入意向を表明し，加入金を２口拠出した会員
特約ゴールド会員（ｂ）：令和３年９月末日までに過入金を２口拠出した会員
特約一般会員（ａ）：平成２９年３月末日までに1口分の加入意向表明書を提出し，加入金を1口拠出した会員
特約一般会員（ｂ）：令和３年９月末日までに加入金を1口拠出した会員



会員種別による予約優先順位

同じ会員種別間での優先順位

プラチナ
特約

ゴールド ゴールド 特約
一般 一般

特約ゴールド会員（ａ）：平成２９年３月末日までに２口分の加入意向を表明し，加入金を２口拠出した会員
特約ゴールド会員（ｂ）：令和３年９月末日までに過入金を２口拠出した会員
特約一般会員（ａ）：平成２９年３月末日までに1口分の加入意向表明書を提出し，加入金を1口拠出した会員
特約一般会員（ｂ）：令和３年９月末日までに加入金を1口拠出した会員

（1）以前の募集で競合のため希望したBTを得られなかった会員※
（2）当該年度でそれまでの利用が少ない会員
（3）当該年度におけるキャンセル履歴（キャンセルがあった場合不利となる）
（4）申し込み順

※会員種別の関係でBTが配分されなかった場合（予約不成立の場合）、まず未配分のBTから配分の可能性を検討する。
以前の募集において、競合により希望したBTを獲得できなかった会員の申し込みが、次月に引き続き競合となった場合は，(1)の優先順位が適用される。

予約期限: 7日前
連続 4日以内

予約期限: 7日前
連続 4日以内

予約期限: 30日前
連続 2日以内

予約期限: 30日前
連続 2日以内

予約期限: 30日前
連続 1日以内

6コアリションビームタイム利用制度概要
（コアリションコンファレンスでの中間報告）



3次
確定

(2日前）

利用
手続

利用
募集

（3次）

利用相談
パートナー
マッチング

パートナー
紹介
利用計画
等について

半期毎
シフト数
調査

BL
利用
相談

利用
募集

（1次）

1次
確定

(28日前）

2次
確定

(6日前）

共用ビーム
タイムとの
時間配分
調整等

使用ビーム
ライン、実
験手法等
について

30日までは
全メンバー
予約可

プラチナ会
員は7日
前まで可

ビーム
タイム

利用
時間
報告

料金
請求

支払い 解析等
オプション
サービス利用

オプション
サービス
支払

ビームや装置
の不具合に
よる利用時
間の減少 等
を反映した利
用料金の算
出

30日までは
全メンバー予
約可

プラチナ会
員は
7日前まで
可

半年毎のシフト数調査アンケート結果を
公開し、ビームタイム申込においてビームラ
インや時期の集中が緩和されることを期待

利用
募集

（2次）

埋まらない
ビームタイ
ムがあった
場合のみ
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コアリション利用までの流れまとめ

（コアリションコンファレンスでの中間報告）



保有する全ての時間を新しい会員種別で使用できる

【例】
アップグレード

特約
一般

一般

（１口） （１口）

ゴールド

（2口）

ビームタイム利用料金は、単価が安い方から消費

• 既に加⼊されている会員，2023年3⽉31⽇までに新たに加⼊もしくは増⼝される会員に適⽤ 35,000 円／時間（税別）

➥ 2023年度（2023年4⽉1⽇から2024年3⽉31⽇まで）に新たに加⼊もしくは増⼝される会員に適⽤ 50,000 円／時間（税別）

➥ 2024年4⽉1⽇以降に新たに加⼊もしくは増⼝される会員に適⽤ 60,000〜70,000 円／時間（税別） （検討中）

利⽤料⾦（従量制）の改定の予定
（早期建設費確保のインセンティブ確保と運用期の持続可能性確保のため）

200時間
5万円／

時

増口分

200時間
3.5万円
／時

消費
200時間
5万円／

時

増口分

200時間
3.5万円
／時

消費
200時間
5万円／

時

増口分

200時間
3.5万円
／時

【例】

8増口の場合の考え方と 価格改定後の取扱い
（コアリションコンファレンスでの中間報告）



SPring-8共用制度との比較 9
SPring-8の場合

課題種類名 内容 公募回数

ビーム使用料
1時間あたり
（参考：1シフ
ト8時間あた

り）

優先利用料
1時間あたり
（参考：1シフ
ト8時間あた

り）

左記合計
消耗品実費負担

1時間あたり
（参考：1シフト8時

間あたり）

NanoTerasuでの適用
可能性

成果公開

一般課題 放射光を利用した一般的な研究全般を対象とする
課題。 年2回/年6回 免除 不要 0 1,340

(10,720) 実施予定

大学院生提案型課題

将来の放射光研究を担う人材の育成を図ることを
目的とし、大学院生が主体的に立案、提案、遂行
することを奨励する課題。課題実行時に博士後期
課程の大学院生が対象。産業利用分野、構造生物
学分野の設定あり。

年2回/年6回 免除 不要 0 1,340
(10,720)

？

大学院生提案型課題（長期型）

大学院生提案型課題のうち、課題の有効期間を博
士後期課程の1〜3年とすることにより、学生教育
のための安定かつ計画的なビームタイムを確保す
る機会を提供する課題。審査は書類審査と面接審
査の２段階で実施。

年2回 免除 不要 0 1,340
(10,720)

PhoSICで教育系大学へ
提案中の内容と似てい
る。しかも、無料

成果公開優先利用課題

国内で公開された形で明確な審査を行う競争的資
金の獲得等が行われており、すでに一定の科学技
術的価値の評価を得た研究テーマが対象。成果の
公開義務あり。優先利用料を負担することにより、
通常の科学的価値の審査が省かれ、成果創出への
期待度、施設利用の必要性、倫理性（平和目的限
定等）、技術的可能性、安全性の審査のみで利用
可能。

年2回/年6回 免除 17,250
(131000)

17,250
(131000)

1,340
(10,720)

産学連携での国プロ利
用の場合には、コアリ
ションと干渉のおそれ

成果占有

成果専有一般課題
放射光を利用した一般的な研究全般を対象とする
課題で、成果公開の義務がなく、審査が簡略化さ
れ、利用時間に応じたビーム使用料が課される課
題。

年2回/年6回 60,000 
(480,000)

不要 60,000 
(480,000)

1,340
(10,720)

PhoSICコアリション利
用と競合。割安

成果専有時期指定課題（一部BLを除
いて時間単位利用も可）

成果を公表しない成果専有課題のうち、定期的な
募集の締切によらず応募・受付される課題。情報
を開示することなく研究開発等を進めることが可
能。ビーム使用料は通常の成果専有利用の５割増.

随時受付 90,000
(720,000)

不要 90,000
(720,000)

1,340
(10,720)

PhoSICコアリション利
用と競合。

測定代行
登録機関スタッフが、ユーザーに代わって測定。
ユーザーの方立ち会いは任意。試料を施設へ送付
することにより実施。成果専有時期指定課題に準
じた利用料金（ただし、2時間単位）

随時受付 90,000
(720,000)

不要 90,000
(720,000)

1,340
(10,720)

PhoSICコアリション利
用と競合。

時間あたり利用料
金（値上げ後最終
的には6万円/時

間）

加入金
時間あたり換算 オプション 左記合計

NanoTerasu
（検討中の案） 基本プラン PhoSIC Basic（名称仮）＊ コアリションメンバーへの基本サポート。成果専

有課題と競合 毎月 or 1週間前
35,000〜

70,000 25,000 0 60,000〜
95,000

PhoSIC

＊基本プランの他に、オプションの有料支援サービスや、有料メールイン測定サービスなどを検討中
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【背景】官民地域パートナーシップを踏まえた共用とコアリションの役割分担

 既存施設では、国の機関＋登録機関が、共用の枠内で産業利用推進、産学連携課題推進、
戦略的な利用推進、成果専有課題とユーザ応分負担の推進についても対応

 NanoTerasuでは、産業利用推進、産学連携課題推進、戦略的な利用推進、成果専有課
題については、パートナーが民間と地域の力を活用して推進

 PhoSICは非営利型法人であり、ユーザー利用促進のため、大きな利益をあげる料金体
系にはなっていない

共用制度とコアリションの関係性に係る課題



共用制度とコアリションの関係性に係る課題 11

1. 現在の共用制度のままでは、コアリションビームラインの共用ビームタイムで国が
パートナーと同一価格か、より低価格で同様のサービス展開も不可能ではない状況。
（現在の共用は、運営費のみ回収する方式。建屋等の過去の建設費の回収はなし）

他方、一般的には国の機関も、自己収入の増加を厳しく求められているところ。

2. 一部の測定は、共用ビームラインにおいても、コアリションビームラインどちらでも
実施可能なものも存在（成果専有利用では、競合する可能性）

3. 現行の共用法においては、第3者が国の登録機関の審査を経て、専用ビームラインを
設置することが可能。ただし、現在のままの運用スタイルでは、後から参入した方が
負担額、成果公開割合の決定等で、より低リスク、低コストで有利な事業展開が可能。

【課題】官民地域パートナーシップを踏まえた共用とコアリションの役割分担



共用制度とコアリションの関係性に係る課題 12

4. 【ビームライン担当（研究実施相談者）の常勤要件、人数要件】

• コアリションビームラインにおける共用枠とコアリション枠の両立のためには、ビーム
ライン担当（研究実施相談者）は、共用を担う登録機関とPhoSICのクロスアポイント等
が有効かつ効率的。しかし、現行の共用の枠内では、常勤の研究者を確保する必要があ
り、クロスアポイントが制度的に困難

• コアリションビームラインでは、ビームライン担当はチーム制で効率的・経済的に行い
つつ、人材育成・高度化を推進するため、研究者としての業績のある者と、高専卒業者
等の充分な技能を持った技術者を組み合わせる新しいスタイルを視野に入れたい。

しかし、現行の枠内では、「理学若しくは工学の課程若しくはこれらに相当する課程
を修めて卒業した後五年以上放射光を使用した研究等の経験を有する者又はこれと同等
以上の知識経験を有する」ことが要件。さらには、その人数はSPring-8 共用BL26本に
対して56名。現在の資格×人数の要件では、新しいスタイルの導入は経済的に厳しく、
人材確保の点でも困難。

つづき



共用制度とコアリションの関係性に係る課題 13

• 国とパートナーの役割分担、

• PhoSICの非営利型法人としての持続可能性、

• 国、パートナー双方の厳しい財政事情と効率的運用、

• 現在の人材不足への対応と将来に向けた人材育成の必要性、

• NanoTerasu施設全体としての将来のあるべき方向性

の観点から、利用制度と運用体系について、

ご意見をいただけますようお願い申し上げます。



2. ユーザー他に対する情報提供について 14

 毎年2回、コアリションコンファレンスでユーザーへの説明（午前は一般参加可能、午後は
メンバー限定） ※ 特に論点となる点については、マシンタイム運用委員会などユーザー
の代表が参加する形で委員会とワーキンググループを組織

 東北大学国際放射光イノベーション・スマート研究センターと共同でコアリションメンバー
限定でエンドステーション利用技術説明会を開催し、ビームラインの実際について、質問や
要望を受けながら説明

 既存の放射光ユーザーに対しては、年に1回、コアリションと共用を区別せずに、放射光学
会でユーザー共同体の会合を開催

 宮城県、仙台市等でトライアルユースとその成果発表会を実施

 一般的なアウトリーチとして、新聞、TVの取材対応、YouTubeによる発信、日経新聞への
全面広告

 各種、業界団体や市主催のワークショップ等を多数開催

 東北大学による、より高度な活用をするための共創研究所制度等に関する発信

 将来の海外との施設間連携や情報交換を見据えた国際放射光施設フォーラムを定期的に開催



コアリションコンファレンス

15
東北大国際放射光イノベーション・スマート研究センター主催
コアリションメンバー限定
エンドステーション利用技術説明会
7本のビームライン詳細を5回に分けて説明
ユーザーからの質問や意見を聴取



ビームラインカタログの作成
16

各種 公開講座



宮城県放射光利用実地研修

17
仙台市既存放射光施設活用事例創出事業（トラ
イアルユース事業）



仙台市：次世代放射光施設の利活用促進
に向けたオンラインセミナー

18
経済産業省 東北経済産業局
パンフレット



国際ネットワークの構築
19

 2019年 4月 第1回次世代放射光国際フォーラム
 2020年 4月 第2回世界主要放射光施設サミット
 2021年 7月 第3回世界主要放射光施設サミット
 2022年10月 第4回世界主要放射光施設サミット

主催： 大野英男 総長

世界の主要20カ所の放射光施設の所長が参加し、
最先端の放射光活用が取組む課題について議論

世界主要放射光施設サミット

北米
SLAC スタンフォード大
ALS UCバークレー
APS シカゴ大
NSLS-Ⅱ NYストーニーブルック大

CHESS コーネル大
CLS サスカチュワン大

南米
LNLS カンピーナス大

ヨーロッパ
MAX-Ⅳ ルンド大
SOLEIL パリ・サクレー大
PETRAⅢ ハンブルグ大
SLS PSI/ETH
DIAMONDオックスフォード大
ESRF グルノーブル工科大
Elettra トリエステ大

アジア・オセアニア
TPS 清華大、交通大
SSRF 上海応用物理学研究所

PLS 浦項工科大
SPring-8 理研
AS ANSTOメルボルン大

※赤字は、東北大学とMoUを締結済み

さらに、主な放射光施設と関連大学・研究所との戦略的連携

今後、海外のシャットダウン施設や現世代型施設からユーザー・学生を受け
入れ最新の国際ニーズを吸引 ■創発的共創研究 ■人材育成プログラムの相互乗入れ

■スタートアップ企業のグローバルアウトリーチの共同展開ほか



全国紙全面広告
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* 東北大学主導で掲載



TV・新聞取材 (2021年度 28件）
2021年度

掲載日 媒体種別 媒体名 掲載号（掲載面） タイトル
2021/04/01 業界誌 月刊事業構想 4月号 村井知事インタビュー（「次世代放射光施設」を核に新産業

の創出を目指す）
2021/04/15 新聞 河北新報 夕刊3面 放射光施設の模型展示
2021/04/23 テレビ JCOM仙台 夕方ニュース 県庁での展示ニュース
2021/05/25 業界誌 仙台経済界 増刊号 工事順調、２４年度本格運用へ
2021/06/25 新聞 日本経済新聞 39面 「巨大顕微鏡」５割が完成仙台に企業集積準備着々
2021/07/01 テレビ 宮城テレビ 夕方県内ニュース 建築現場の報道機関への公開（建設部長説明）
2021/07/01 テレビ 東日本放送 夕方県内ニュース 建築現場の報道機関への公開（建設部長説明）
2021/07/02 新聞 河北新報 3面 次世代放射光施設６割完成仙台・年内にも加速器搬入
2021/07/05 新聞 日刊工業新聞 19面 次世代放射光施設工事進捗率６０％
2021/07/08 新聞 日経産業新聞 9面 仙台の「巨大顕微鏡」建設進む
2021/08/02 業界誌 建設新聞 暑中特別増刊号 威容現す巨大リング最先端研究実現へ
2021/08/11 新聞 日本経済新聞 東北版 放射光施設、利活用へ支援
2021/08/31 新聞 河北新報 3面 放射光整備に６１億円文科省概算要求
2021/10/10 新聞 河北新報 宮城版 放射光利用実践例共有を仙台市、１８・１９日に報告会
2021/10/19 新聞 河北新報 宮城版 放射光施設試験利用の成果報告
2022/01/19 ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰ SUUMOマガジン 地域経済への波及効果も期待 最先端の研究施設が仙台に
2022/01/22 新聞 河北新報 9面 放射光支援2000万円寄付 七十七銀「東北発展に貢献」
2022/01/22 新聞 日本経済新聞 東北版 放射光施設整備を支援 七十七銀、運営団体に寄付
2022/01/22 新聞 山形新聞 9面 次世代放射光施設建屋の建設現場公開
2022/01/27 新聞 日刊工業新聞 23面 光科学イノベセンターに寄付七十七銀
2022/01/28 新聞 電気新聞 5面 幅広い分野活用に期待
2022/01/28 新聞 電気新聞 5面 事業主体に寄付金 七十七銀行仙台市で贈呈式
2022/02/01 業界誌 月刊事業構想 2月号 次世代放射光施設で新技術・新産業を生み、国際競争力強化

に貢献（理事長インタビュー）
2022/02/04 新聞 電気新聞 5面 次世代放射光施設の説明会 24年運用控え300人参加
2022/02/24 テレビ NHK 昼ローカル 蓄積リング用電磁石の搬入の様子
2022/02/25 新聞 読売新聞 25面 最先端の研究開発期待 次世代放射光施設（仙台市青葉区）
2022/02/28 業界誌 建設新聞 ナノの世界を「見る」最先端技術
2022/03/29 新聞 日刊工業新聞 29面 光科学イノベに寄付 みずほ次世代放射光施設支援

21



YouTuberとのコラボ (東北大×QuizKnockで製作。近日公開予定） 22



Webページ等

PhoSIC 東北大学（国際放射光イノベーション・スマート研究センター）

23

東北大学Youtubeチャンネル

PhoSIC Youtubeチャンネル
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